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＜あらまし＞ 本研究は，高等学校の探究的な学習における課題設定への影響因子に着目し，

それらが課題に対する自己関与とどのように関係しているかを調査したものである．その結果，

「日常生活で感じる疑問」「将来取り組みたい学問・仕事」の２つの影響因子において、他の因

子よりも自己関与との関わりを強く持っていることが明らかになった．  
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1. はじめに 

高等学校学習指導要領の解説（文部科学省 
2018）では，「総合的な探究の時間」において

重要なのは「自己の在り方生き方と一体的で

不可分な課題を自ら発見し，解決していくよ

うな学び」であり，その探究プロセス（①課

題の設定→②情報の収集→③整理・分析→④

まとめ・表現）の中でも「とりわけ『課題の

設定』を丁寧に指導することを心がけたい」

と述べられている．  
一方で，高校生・高校教員を対象とした調

査では，「最も不安を感じている探究の過程」

として，教員・生徒の両者が「課題の設定」

を挙げていることも報告されており（荒井・

清水 2024），生徒自身が自分の「在り方生き

方」や興味・関心にあわせた課題を設定する

こと，そしてその課題を探究的な学習にとっ

て適切な質に整えていくことに現場は困難を

感じているようである（上山 2024）．こうし

た現状を鑑みると，「課題の設定」に関する調

査・研究は今後更に必要となるだろう． 
よって本研究では，課題の設定への影響因

子と，課題への自己関与との関連を明らかに

することで，探究的な学習の指導・評価を充

実させることを目的とする． 

2. 方法 

2.1. 対象者と手続き 

対象者は，スーパーサイエンスハイスクー

ル指定校に在籍中の高校２年生 271 名（男性

160 名，女性 103 名，無回答８名）であった．  
調査は，2024 年２月下旬に Google フォー

ムを用いて行った． 
2.2. 調査項目 

探究的な学習の状況 「探究的な学習に積

極的に取り組んできた」，「探究的な学習に取

り組んできたことが，教科等の学習に影響を

及ぼしている」のそれぞれに対して「よくあ

てはまる」～「まったくあてはまらない」の

４件法で回答を求めた． 

テーマ分野 探究的な学習で設定している

テーマに関して，自分が取り組んでいるもの

にもっとも近い分野を「人文科学」「社会科学」

「自然科学」「その他」から選択させた． 
課題設定への影響 探究活動のテーマ設定

に影響する要因として，「日常生活で感じる疑

問」，「将来取り組みたい学問・仕事」，「地域・

社会への関心」，「自然・生命への関心」，「教

科等の学習内容」の５つを提示し，それぞれ

の項目がどの程度影響しているのかを「とて

も影響を及ぼしている」～「まったく影響を

及ぼしていない」の６件法で尋ねた． 
課題への自己関与 「あなたのテーマはど

のくらい人（教師や他の生徒など）から与え

られたものですか」として，「自分のテーマで

ある（10 点）」～「人から与えられたテーマ

である（１点）」の 10 段階で評定させた．得

点は分析の過程において５段階へと変換した． 
なお，他の項目としてパーソナリティ特性や

学習態度に関するものも設定したが，本稿の



 

目的に合致しないことから報告しない． 

3. 結果と考察 

課題への自己関与をその得点で５群に分類

し，各項目の平均値および標準偏差を表１に

示した．また，図１には自己関与得点ごとに

各影響因子の平均値を表した．ここから「日

常生活で感じる疑問」「将来取り組みたい学

問・仕事」の２項目において各群の違いが強

くみられ，これら２つの因子が他の影響因子

（「地域・社会への関心」、「自然・生命への関

心」、「教科等の学習内容」）とは異なるかたち

で自己関与との関わりを持っていることが明

らかになった．梶田（1989）は，個体が環境

へと積極的に働きかける「適応」を，環境に

対する外面的な適応行動と内面世界の実感・

納得・本音に基づいた適応行動といった２つ

の視点で捉えている．生徒が課題へと自己関

与していく諸相もこうした適応の概念を援用

して検討していきたい．                       

4. まとめ 

「課題の設定」において，生徒自身の日常

生活や将来とのつながりを意識することが，

課題に対しての自己関与に影響していること

がわかった．今後も継続的な調査・分析を通

して，探究的な学習の充実に貢献していきた

い． 
付記 

 本研究は高澤ほか（2024）で得たデータに

対して追加分析を行ったものである． 
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表１ 自己関与得点ごとにみる各項目 

 

 
図１ 自己関与得点ごとにみる各影響因子の平均値 


